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Abstract
Metaluminoushi9h-siIicarhyolitewiIhabundantmoonstone(sanidine;Ab49q51)andquartzphenocrystsoccu｢sas
aweldedtuIfatMtWasso,lshikawaPreIGcturacenralJapan､The80m-IhickweIdedlulfiscomposedofunweldedlayer(>8m)，
pi1chstonelayer(8m),liIhophysaelaye｢(＜2m),upperdenselyweIdedlayer(＜5m)andweaklywekIedlayer(>57m）in
ascendingo｢derThelimophysaelayerischaraderizedbyhi9halkaIis(K20=7Wt%,Ｒｂ=270ppm),ａｎｄＩｏｗＣａＯ(0.18Wt%）
andＳ｢(30ppm),whilelhepitchstonelayerisdepleIedinalkalis(K作1.5Ｗt､%,Ｒｂ=120ppm)andenrichedinCaO(２４
wt%)andＳ(670ppm).HoweverHFSeIementssuchasZ｢,YandNbareconstant
TheperliIiccracksa｢edevelopedinmepibchsIone､T1nyFe-richsiIicatemineralsIbrmlhinIilmsbeMeenIheglass
shards・However,、osuchliImsarepresentaIonglhepe｢1iねcracksThisindicatesIhatmehydroU1ermalaIteraUonwhich
modifiedglasschemistryandprecipitatedFe-silicaMilmshappenedbefOreperlitecracking,possiblyathi9htempe｢atures
duringcoolingAsaresultofIhehydroIhermala随raUon,Ihewholerockisochrona9ereducedITomallIiveanaIyzedsamples
yie１．s19.5±o6MaTheiniIialS｢isoIopicratioisO708970±0000075(26).Theabovepebo9raphicobseⅣationsuggestsM
theobtainedagerepresentsaIte｢depositionofIhepyroclastにflow．
グリーンタフに覆われる新生代の月長石流紋岩及びアノーソクレース流紋岩は日本海に沿って分布し,同じ時代の月長
石流紋岩の一部は対岸の朝鮮半島にも分布する．流紋岩は最も分化した岩石であり，これを元に当時の火成活動を推測す
る事は極めて困難である．しかし日本海拡大初期の火成活動の情報を何らかの形で保存しているはずであり，その研究は
重要である．本研究では日本海拡大初期の火成活動として，これまでほとんど報告されていなかった石川県手取川上流
に分布する鷲走ケ岳月長石流紋岩質溶結凝灰岩について岩石学的・地球化学的研究を行った.研究の過程でアルカリ流紋
岩質溶結凝灰岩中に，まれにみるＣａ，Ｓｒ,Ｃｓについての著しい垂直方向化学組成変化を発見し，この溶結凝灰岩につい
て非常に誤差の小さいRb-Sr全岩アイソクロンを得た．このことについて詳しく検討する．
鷲走ケ岳月長石流紋岩質溶結凝灰岩は後期白亜紀の手取層群を直接不整合に覆い，層厚1000ｍを越す安山岩質から玄
武岩質の凝灰角礫岩を主体とするグリーンタフに整合的に覆われている．この溶結凝灰岩は主要斑晶が石英とアルカリ長
石からなり，斜長石斑晶をほとんど含まないアルカリ流紋岩である．この溶結凝灰岩は１つのクーリングユニットからな
る．すなわち下部から，非溶結凝灰岩層（8ｍ），強溶結凝灰岩層（15ｍ），弱溶結凝灰岩層（57ｍ）に大別される．お
－３１－
そら<一番上部にあったとされる弱溶結凝灰岩層は侵食さている．現在の層厚は約80ｍである．強溶結凝灰岩層は下部
からさらにピツチストーン層（8ｍ），リソフイーゼ層（2ｍ），上部強溶結凝灰岩層（5ｍ）に分けられ，ピッチストー
ン層の上部がガラス質である以外は全て脱ガラス化しているか（リソフイーゼ層以上の層），著しく変質している（例え
ば下部の非溶結凝灰岩部およびピツチストーン層の下部）．月長石は量比にばらつきがあるがどの岩層にも見られる．
この溶結凝灰岩はSiO2を７５wt､％以上含む高シリカ・パーアルミナス（（Na+K)/Al<１）流紋岩であり，岩層を問わず
希土類元素やＨＦＳ元素に富むのが特徴である．例えばZr=440-490ppm,Ｙ=70-100ｐｐｍ,Ｎｂ=30-34ｐｐｍである．また
いわゆるLIL元素は特徴的に岩層によって異なっている.ピッチストーン層ではＫ２０＝1.5-2.7ｗｔ・％,Ｒｂ＝114-143ppm，
リソフイーゼ層ではＫ２０＝７．８ｗｔ､％,Ｒｂ＝２７０ｐｐｍ含まれている．リソフイーゼ層のＫ２０及びＲｂの含有量は，ビ
ツチストーン層のそれぞれ３～５倍と２倍である．またＣａ,Ｓｒ,Ｃｓは,ピッチストーン層に擾集しており,ＣａＯ＝2.4-2.4
ｗｔ％，Ｓｒ=510-670ｐｐｍ，Ｃｓ=５５ｐｐｍ含まれている．しかし，それより上位の層でこれらの元素は枯渇しており，
CaO=Ｏ２７ｗｔ・％,Ｓｒ=20.40ｐｐｍ,Ｃｓ=1-2ｐｐｍとなっている．ピッチストーン層より上位の層のCaO,Ｓｒ,Ｃｓ含有量は
ピッチストーン層のそれぞれ１/１０，１/２０，１/75~1/30程度である（Fig.１)．このためＲｂ/Srは0.28-12.1にばらつき，
５サンプルで年代値19.5±Ｏ６Ｍａ，Ｓr同位体比初生値0.708971±0.000075のRb-Sr全岩アイソクロンを得た（Ｆｉｇ２）
ゾソフィーゼ層におけるＫ,Ｒｂの濃集はリソフイーゼの成因と関係がある．リソフイーゼには径数ｍｍ以下のスフェ
ルライトが生じているが，スフェルライトがそのまま大きく成長してリソフイーゼになったという証拠(例えば放射状に
大きく発達した石英とカリ長石の連晶組織）は観察されない．むしろ溶結凝灰岩のユータキシチック組織は，リソフイー
ゼの同心円状構造とは無関係に伸びており，リソフイーゼ層も，もともとは通常の溶結凝灰岩であったと考えられる．
SiO2に富む流体が上部強溶結凝灰岩層の底部の気泡に溜まり，これらの気泡を中心に溶結凝灰岩がノジユール状に堅く
なったのがこのリソフィーゼなのであろう．ビッチストーン層におけるＣａ,Ｓｒ,Ｃｓ浪集は，もし現在のピッチストーン
層における高いＣａ濃度がマグマ本来の組成を反映しているのなら，ピッチストーン層には斜長石斑晶が観察されてもよ
いしかし，実際には観察されないのでこの様な考えは排除される。ガラスとガラスの間にはＦｅ,Ｍｎ,Ｃａに富んだフイ
ルム状の充填物が存在する．しかし，真珠岩状の割れ目にはその様なものは存在しない．また，すべてのガラスは色と大
きさに無関係にＣａに濃集している．ガラス中のＣａの自己拡散係数と火砕流堆積物の冷却史を検討したところ，ピッチ
ストーンは500℃以上の状態に数年さらされていたことがわかった．ガラスに見られるＦｅＯ*含有量と相関がある累帯構
造は，ガラスの外形に沿っているので，Ｆｅの拡散はガラス転移点温度以下で生じたと考えられる．この様なことから溶
結凝灰岩は，２次的な熱水変質ではなく，溶結時に発生した１次的な高温の流体にさらされることによって非常に幅の広
いＲｂ/Sr比(0.28.12.1）を持つに至ったと考えられる．数値実験によれば厚さ８０ｍの溶結凝灰岩の冷却期間は十数年で
ある．これは2000万年前という地質年代を考えれば一瞬のでき事である．すなわち各岩層から得られた５つのサンプル
から導き出されたRb-Sr全岩アイソクロン年代は変質年代を示すのではなく，溶結凝灰岩の“堆積年代'，を示すと考え
られる（Fig.２)．
ではなぜＣａ,Ｓｒ,Ｃｓがピッチストーン層に濃集したのか？野外での観察及びガラス中のＣａの自己拡散係数等を検討
すると，これらの元素は外から持ち込まれたことが示唆される．従ってこのアイソクロンによって得られたＳｒ同位体比
初生値の扱いは慎重に行わなくてはならない．
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Fig.１VenicalchemicaIp｢oliIesoIlheMtWassoweUedMf．
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Fig.２Ｒｂ・SrwhoIo-｢ockisochIonsIoducedIIomsovoIaIanaIyzedsampIBsI『omMlWassoweNedIuH(I6hⅢａｏｌ
ａ1.1998).SoIMII噸:showsIhoisochronIeducodI｢omalIIivosampIes,andbrokenlIneshowsIheisoch『ｏｎ
「oducedIromIhroBsamplosoxcIudin9pilchBIonelayerandliIhophyBaBIayB｢・ＡＣｒｏｓｓｏｎＩｈＢｖ８ｎにalaxis
indにaIBsIhoinIeI｢edwaIBrseainiIial87Srβ6SrIaIion(SIl)『angeI｢omO708428IoO､70858681195土０６Ｍａ
（OSIにkwIaM994）２piIchslonBIayB｢;３１ilhophYsaB1ayo『;４１ransiIionzonBboIwBenIiIhophysaeIayoIand
upporwoIdedlaYBr;５uppe｢wB1dedIayo｢;７woakIYweIdedIayBr．
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